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2006年12月13日太陽フレアのモデリング研究に関するレビュー

Review of modeling study on the solar flare of 2006 December 13
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2006年12月13日に発生したGOES Xクラスフレアは宇宙天気研究にとって重要な情報をもたらし
ている。特に、ひのでによる高分解能観測データはこれを用いて本格的な数値的モデルを構築す
ることを初めて可能にした。本報告では、同フレアに関するモデリング研究についてレビューす
る。第1に、非線形フォース・フリー場解析の現状と課題を整理し、3次元磁場の構造を解析する
ための新しい方法論としての可能性を考察する。第2に、データ駆動型の3次元ＭＨＤシミュレー
ションの成果と課題について述べる。特に、フレアのオンセット問題に注目し、磁束上昇とフレ
ア発生の関係についてシミュレーションで何を明らかにしたかを明確にする。第3にフレアによ
るエネルギー解放の定量的な解析をモデリングによって実施し、その評価を行う。最終的にフレ
アからＣＭＥに至る物理過程とエネルギーの流れを理解するために、データ駆動型モデルが如何
に有効かを示す。
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